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戸籍証明書が全国の役所

女
子
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の

早
期
締
結
に
向
け
た
検
討
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書

 
《
全
員
賛
成
》

委
員
会
で
全
部
修
正
し
た

�

意
見
書
を
可
決

　

昨
年
の
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
発
議
が
提
出
さ
れ
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
委
員
会
に
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
意
見
書
名
及
び
内
容
を
全
部
修
正
し
た
修
正
案

を
可
決
し
、
本
会
議
で
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令和４年　第２回定例会

人事
案件

発議
修正

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
山
本
氏

教
育
委
員
会
委
員
に
小
林
氏

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
岩
田
喜
代
司
氏
の
任

期
が
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
山
本
比
佐
志
氏
の
委
員
の
選

任
が
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。�

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

　

教
育
委
員
会
委
員
の
湯
浅
耕
作
氏
の
任
期
が
満
了
と
な
る

た
め
、
新
た
に
小
林
久
行
氏
の
委
員
の
任
命
が
提
出
さ
れ
、
同

意
し
ま
し
た
。 

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

山
やま

本
もと

比
ひ

佐
さ

志
し

 氏

令和４年７月１日から
令和７年６月30日まで

任期

小
こ

林
ばやし

　久
ひさ

行
ゆき

 氏

令和４年７月１日から
令和８年６月30日まで

任期

発議
（原案）

「女子に対するあらゆる形態の差別の
撤廃に関する条約の選択議定書の批准
及び国内法制の整備を求める意見書」
 提出者　中島由美子

修正案 「女子差別撤廃条約選択議定書の早期締
結に向けた検討の推進を求める意見書」

修正案が全会一致で可決
国会などに提出

原案の意見書名及び内容を全部修正した案を可決
理由・原案の記載内容の情報が最新ではないこと

・政府の審議の様子の時系列が順不同でわかりづらいこと
・日本が批准していない理由や背景を調査し、「批准」の
ためにはそれ以前に我が国の司法制度や立法政策との
関連の問題などの課題の解決が必要ということ

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

本会議

の解説は、P６へ

で取得できるよう改修

　

第
２
回
定
例
会
は
６
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
５
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
議
案
７
件
、
報
告
３
件
が
提

出
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う

�

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

令
和
４
年
度
一
般
会
計

�

（
第
３
号
）

1195万8千円

増 額

　

主
な
内
容
は
、
国
庫
補
助
金
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
に
よ
る
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
修
と
保
育
園
や
こ
ど

も
園
、
学
童
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に

係
る
手
当
の
増
額
で
す
。
ま
た
、
人
事
異
動
に
伴
う
職
員
給

与
費
等
の
増
減
や
一
部
経
費
に
つ
い
て
の
増
額
で
す
。

補正
予算

戸籍情報システムの改修で戸籍データを全国の自治体で利用可能に
（利用開始の時期は広報しんとう等でお知らせします）


